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がうことが言明されるo 具体的には，アラン・ P ・メリアム(1964) が提示した， r概念」や「行動」といった側面
から音楽の本質を解明しようとする音楽人類学的手法，そして，山口修が1980年代から展開している「人類の音楽性



































































































力をもつことになっていたであろうから，惜しまれることである o しかし， この点については，日本語を母国語とす
-14-
る日本人研究者につきつけられた挑戦状と受けとめることもできる O
第一と第二に挙げた欠点は，むしろ理想主義的な観点からの指摘であって，それらと関係する第三の欠点の方が論
者が早急に解決すべき問題である。すなわち，古代中国の話と現代日本の話を結び、つけることのギャップである。中
国からの影響がしゅ叶こ大きかったとはし、え， 日本文化には独自の根源と歴史があったはずである。もっとも，漢字が
これだけ浸透した日本を語る上で，漢字の生成過程の問題を一つの根拠とする必然性は確かに認められるので，その
点について論者なりの立場からもっと徹底して考察されてしかるべきであった。
こうした欠点はしかし，本論文全体の価値を大きく損なうものではない。これを出発点として，さらに高次の(ポ
ストドクトーラル)比較研究がなされることが期待される。本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位請求論文
として充分に価値のあることを認定するものである。
